








要約 

早期新生児期に,頭蓋内出血を発症したと思われる,出生体重 2,500g 以上の児について,全

国主要新生児養育施設 114 施設へのアンケート調査を行い,394症例が集計された。出血部

位を問わず,重症仮死合併例の予後が,また,意識障害,筋緊張低下といった脳抑制症状が目

立つ症例が,予後不良であった。 


